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今年度から３か年計画で実施されている「未来の創り手を育成する学力

向上プログラム」事業の一環として，地区内の先生方と管内指導主事でコ

アティーチャーネットワークプロジェクトを編成し，国語，算数・数学，

外国語活動・外国語（英語）の３つの部会で研究を深めてきました。

プロジェクト部会で作成した資料を現在，かごしま学力向上支援Ｗｅｂ

や鹿児島教育事務所ホームページに掲載しています。各小・中・義務教育

学校における学習指導に，ぜひ活用していただきたいと思います。

また，オープンサポート教科フォーラムの公開授業やプロジェクト部会

で作成した学習指導案を基に行った授業を撮影したＤＶＤも，鹿児島教育

事務所管内の小・中・義務教育学校へ配布していきます。

こちらもぜひ校内研修等で，大いに活用していただきたいと思います。

授業改善の取組を！

体育・保健体育の授業づくり

日置地区ふるさとを興す保険・福祉学習大会
地区指定研究協力校公開

【研究授業の様子（三島竹島学園)】

【かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム 教材集】

上記タイトルは先日，南日本新聞の投稿記事に掲載されて
いた言葉です。管内では，令和３年12月末時点で交通事故
（加害）が２件発生しています。
通勤途中，赤信号に変わったのに交差点へ進入する車や制

限速度を大幅に超えて走行する車などを見かけて恐怖を感じ
ることがあります。
私たちの運転は周りの人からどのように思われているので

しょうか。思い返してください。職場や家に早く着きたいた
めに，自己中心的で周りの人が危険だと感じる運転をしてい
ませんか。道を譲られても当たり前のように平然と立ち去ろ
うとしていませんか。
車線変更の際は事前にゆとりをもって合図を出す，十分な

車間距離を取るなど，周りの車に必要のないブレーキを踏ま
せない思いやりのある運転に努めてください。また，譲られ
たら感謝の合図も大切なことです。そうすることで，お互い
にゆとりある運転につながります。
周りの車を運転しているそれぞれが，誰かの大切な人であ

り，あなたにとって大切な人かもしれません。

相手にブレーキを踏ませない運転を
（「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業に向けて）

Q これからの授業づくりに向けて，どのようなことに意識

して改善・工夫すればいいのですか？

Ａ 小学校では「全ての児童が，楽しく，安心して運動に
取り組むことができること」，そして，その結果として
体力の向上につながるように改善することが大切です。
また，児童生徒全てが「体力や技能の程度，年齢や性別
及び障害の有無等にかかわらず，運動やスポーツの多様
な楽しみ方を共有することができるように配慮する」こ
とが大切ですね。
学習過程については，自己の課題解決に向けて主体的

に学習したり，仲間と協力したりして課題解決する学習
を引き続き重視しながら，資質・能力を身に付けること
が大切です。

12月９日(木)，日置市中央公民館にて，管内の女性会員等80

名の参加の中，学習大会が開かれました。前半の｢保健･福祉｣

の部では，｢楽しく！元気に！いつまでも若々しく過ごすため

に」と題し，県民総合保健センターの中馬みどり氏が講演され

ました。後半の｢組織･教育･食料･環境｣の部でのシンポジウム

では，吹上地域女性連による「明るい農村」の取組や，羽島

地区婦人部に所属している鮫島百桃子氏のマーメイドパフォー

マーとしての取組の状況等につ

いて報告や提言がなされました。

その後のディスカッションでは，

フロアから活発に意見が出され，

地域の活性化や地域ぐるみによ

る環境保全の重要性を再確認で

きました。

日置地区ふるさとを興す保健・福祉学習大会
及び組織・教育・食料・環境学習大会10月28日(木)いちき串木野市立串木野小学校において「外

国語活動・外国語科」，11月９日（火）日置市立伊集院北
小学校において「特別活動」，11月15日（月）三島村立三
島竹島学園において「指導法改善」指定研究協力校として
の研究公開が行われました。
３校すべての学校が，これまで積み上げてきた研究内容

の成果をわかりやすく説明したり，研究内容に基づいた授
業を公開したりしました。鹿児島地区管内外から参加して
くださった多くの先生方にとって，大変意義のある研究公
開となったのではないかと思い
ます。
３校の研究内容について

は，教育論文・教育実践記
録集「波動」第33号に掲載
する予定です。どうぞ楽し
みにしてください。



鹿児島地区子ども会大会及び
指導者・育成研修会「吹上大会」

本地区の地域学校協働活動

涼

風

地区子ども会育成連絡協議会個人･団体表彰

スクールガード・防犯ボランティア等
研修会

南日本10キロ通信競走日置地区大会
日置地区長距離走大会

11月27日（土）に鹿児島地区子ども会大会，指導者・
育成者研修会「吹上大会」を計画し，準備を進めていま
したが，新型コロナ感染拡大防止のため，一堂に会して
の研修会を今年度も実施することができませんでした。
ただし，今回は，書面開催ということで，２市の教育委
員会の取組や，単位子ども会の活動紹介，創作活動資料
を掲載した冊子を作成しまし
た。活動に関する発表・創作
や交流活動はできませんでし
たが，この冊子を御覧いただ
き，今後の活動等に生かして
いただければと思います。
次年度は，いちき串木野市

を会場に本大会を予定してお
ります。新型コロナ感染症が
終息し，一堂に会しての充実
した研修会をできることを期

待したいと思います。

「地域学校協働活動」とは，より多くの地域住民や団体
等の参画を得て，地域全体で子供たちの学びや成長を支え
るとともに，学校を核とした地域づくりを目指し，地域と
学校が相互に連携 ・協働して行う様々な活動です。
管内の二市二村では，全ての小・中・義務教育学校と地

域に学校運営協議会と地域学校協働本部を設置するととも
に，地域と学校をつなぐコーディネーターとして推進員を
配置し，活動に取り組んでいます。
地域学校協働活動に取り組むことで，地域の素材を生か

した学びや地域住民等とのふれあい活動等を通して，子供
たちに郷土愛やコミュニケーション能力が培われることが
期待できます。
また，地域住民が子供たちの学びや成長を支える活動を

通して，住民相互の絆が強くなり，地域の活性化も期待で
きます。
コロナ禍で実際の取組が困難な状況ですが，各地域，学

校には，この期間を活動の準備期間と捉えて，今できるこ
とに取り組んでほしいと思います。

《団 体》四郎園子ども会 （日置市）
つつじヶ丘1区子ども会 （日置市）
中央地区子ども会 (いちき串木野市）
本浦地区子ども会 （いちき串木野市）

《個 人》高橋宏明氏 （日置市）

12月19日（日），いちき串木野市日置北部公設地方卸
売市場周辺コースで第62回南日本10キロロードレース日
置地区大会，第16回いちき串木野市ロードレース大会が
行われ，当日は，小学生の部から一般の部までの健脚が
競われました。
第35回地区対抗女子駅伝競走大会，第69回県下一周市

郡対抗駅伝競走大会において，日置地区の健闘を祈念し
ます。

11月28日（日），いちき串木野市アクアホールで，鹿児
島地区スクールガード・防犯ボランティア研修会が開催さ
れました。当日は，スクールガードリーダーや学校の教職
員，保護者等，40人を超える参加者があり，いちき串木野
警察署やＡＬＳＯＫの方々を講師として，講義や実技の見
本を通した研修に熱心に取り組みました。
参加者からは「子供たちの安全確保を常に考えていきた

いと思いました。」，「子供の安全確保については，PTA
活動にも生かしてい
きたい。」等の感想
がありました。本研
修会で学んだことを
それぞれの立場で生
かし，学校・家庭・
地域の更なる連携の
下，子供たちの安全
確保が図られること
を願います。
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